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くまむら

お兄さんお姉さんと紙すき



熊本県代表として力走！！
グランツール九州２０１２　地下翔太選手（球磨村役場）が出走

　

九
州
一
周
駅
伝
大
会
グ
ラ
ン
ツ
ー
ル
九
州

２
０
１
２
が
10
月
28
日
か
ら
11
月
４
日
の

８
日
間
、
長
崎
市
を
ス
タ
ー
ト
に
ゴ
ー
ル
の

福
岡
市
ま
で
の
７
３
２
・
３
㌔
（
全
50
区
間
）

で
行
わ
れ
、
球
磨
村
か
ら
は
地
下
翔
太
選
手

（
球
磨
村
役
場
）
が
、
熊
本
県
代
表
と
し
て

出
走
し
ま
し
た
。

　

地
下
選
手
は
、
第
３
ス
テ
ー
ジ
の
４
区

20
・
２
㌔
（
大
牟
田
～
玉
名
）、
第
６
ス
テ
ー

ジ
の
３
区
16
・
５
㌔
（
高
鍋
～
都
農
）、
そ

し
て
最
終
日
第
８
ス
テ
ー
ジ
の
ア
ン
カ
ー
と

し
て
６
区
14
・
５
㌔
（
篠
栗
～
福
岡
）
に
出

走
し
、
チ
ー
ム
順
位
を
上
げ
る
な
ど
力
強
い

走
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

地
下
選
手
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
３
ス
テ
ー
ジ
（
大
牟
田
～
玉
名
）

　

４
区
20
・
２
㌔　

62
分
58
秒
（
区
間
４
位
）

第
６
ス
テ
ー
ジ
（
高
鍋
～
都
農
）

　

３
区
16
・
５
㌔　

51
分
39
秒
（
区
間
３
位
）

第
８
ス
テ
ー
ジ
（
篠
栗
～
福
岡
）

　

６
区
14
・
５
㌔　

43
分
38
秒
（
区
間
４
位
）

◆ 今月の表紙 ◆

広報くまむら 11 月号　ＣＯＮＴＥＮＴＳ　目次

お兄さんお姉さんと紙すき
　１１月１日、渡小４年生と渡保育園の年長児が、小川
地区の宮原行宣さんの指導で紙すきを体験しました。
　園児たちは、渡小のお兄さんお姉さんに手を取られな
がら楽しそうに紙すきを行っていました。できた和紙は、
園児の卒園アルバムなどに利用されるということです。

力走する地下翔太選手

Pick
Up

　３ 衆議院議員選挙のお知らせ １７ 陽だまり
　４ 熊本県広報協会合同特集 １８ 社協コーナー
　６ 第３３回ふれあいまつり〝くまむら〟 １９ 球磨村青年団２０１２
　８ 農林産物品評会 ２０ １２月休日当番医、頑張れロアッソ
　９ 第３８回分会対抗駅伝大会 今月のおススメＢｏｏｋｓ
１０ 九州カワセミ会 ２１ みんなのひろば
１１ むらのトピックス １２月行事予定 ＥＶＥＮＴ ＣＡＬＥＮＤＥＲ
１４ お知らせ ２２ 『感謝』～最後の渡し舟～
１６ 球磨村の天然記念物＆文化財
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（お問合せ先）球磨村選挙管理委員会　☎３２－１１１１

第４６回衆議院議員選挙及び
第２２回最高裁判所裁判官国民審査が執行されます

投票日は                          です１２月１６日（日）
公示日　１２月４日（火）

投票時間は、午前７時から午後６時までとなります（次の
投票所を除く）。

第８投票所（俣口）・第１３投票所（多武除）・
第１４投票所（川島）・第１５投票所（大槻）は
午前７時から午後５時までとなります。

期日前投票

不在者投票

　選挙当日投票に行けない人は、球磨村役場（選挙管理委員会）において期日
前投票ができます。

　　　投票期間　　１２月５日（水）～１２月１５日（土）

　　　【注意】最高裁判所裁判官国民審査の投票は１２月９日（日）～１２月１５日（土）までです。

　　　投票時間　　午前８時３０分～午後８時

　選挙人名簿に登録されている人で、指定された病院及び老人ホームなどの施
設に入所されている人は、その施設で不在者投票ができます。

　①不在者投票ができる人…選挙人名簿に登録されている人

　②不在者投票のできる施設…指定された病院または老人ホームなどの施設

　③不在者投票の投票用紙の請求…各施設を通して選挙管理委員会に請求
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後
を
絶
た
な
い
飲
酒
運
転

　
平
成
18
年
、
福
岡
市
で
幼
児
３

人
が
死
亡
す
る
飲
酒
運
転
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
悲
惨
な
事

故
は
社
会
問
題
と
な
り
、
翌
年
に

は
法
律
が
改
正
さ
れ
飲
酒
運
転
に

対
す
る
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
飲
酒
運
転
に
よ
る
事

故
や
検
挙
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
熊
本
県
警
に
よ
る
と
、
県
内
の

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
は
平

成
19
年
に
大
幅
に
減
少
し
た
も
の

の
、
そ
の
後
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と

な
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。
飲
酒

運
転
は
依
然
と
し
て
な
く
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
主
な
要
因
に
は
、
自
分
が

事
故
を
起
こ
す
は
ず
が
な
い
と
い

う
「
ひ
と
ご
と
感
覚
」、
少
し
し

か
飲
ん
で
い
な
い
か
ら
と
い
う

「
自
覚
の
欠
如
」、
飲
ん
で
数
時
間

た
っ
た
か
ら
大
丈
夫
と
い
う
「
ア

ル
コ
ー
ル
が
及
ぼ
す
影
響
に
対
す

る
理
解
不
足
」
の
３
つ
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
飲
酒
運
転
を
な
く
す
た

め
に
は
こ
れ
ら
の
意
識
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
最
近
で
は
、
翌
朝
の
二
日
酔
い

運
転
に
よ
る
検
挙
も
増
え
て
い
ま

す
。「
一
度
寝
た
か
ら
大
丈
夫
」

は
、
本
当
は
大
丈
夫
で
は
な
い
の

で
す
。

自
覚
と
周
囲
の
フ
ォ
ロ
ー
が
鍵

　
飲
酒
運
転
で
検
挙
さ
れ
た
人
の

中
に
は
、
事
故
の
悲
惨
さ
や
処
分

の
重
さ
な
ど
を
分
か
っ
て
い
な
が

ら
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
人
も
い
ま
す
。
誰
に
で
も

「
つ
い
…
…
」
と
い
う
こ
と
が
起

こ
り
得
る
の
で
す
。
そ
の
結
果
、

社
会
的
信
用
、
仕
事
、
家
族
の
絆

な
ど
た
く
さ
ん
の
も
の
を
失
い
ま

す
。
失
っ
た
も
の
を
取
り
戻
す
た

め
に
は
多
く
の
努
力
と
長
い
時
間

が
必
要
で
す
。
い
ま
一
度
、
一
人

一
人
が
当
た
り
前
の
こ
と
を
強
く

自
覚
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
全
く
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
で
も

無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭

や
職
場
、
仲
間
同
士
で
声
を
掛
け

合
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
酒
の
席
で

飲
酒
運
転
へ
の
注
意
を
呼
び
掛
け

た
り
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
を
決
め

た
り
と
、
で
き
る
こ
と
は
身
近
に

あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
一
言
が
、

そ
の
飲
酒
運
転
を
止
め
る
鍵
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

その手で守れる
笑顔があります

熊本県市町村広報担当者による飲酒運転根絶特集

 Kumamoto Prefecture Public Relations Associati
on 合 同

特 集

 Special Interview

うんばば中尾
◎ Profile　うんばば・なかお
昭和 40 年熊本県生まれ。有限会社赤坂を立ち上げ、イベ
ントの企画・運営を手掛けながら、自らもテレビ番組制作
などで培ったノウハウを生かしキャスター、リポーター、
イベント司会、講演活動などを行う。

熊本県の飲酒運転による事故発生件数・検挙数

さん

お酒を飲むと情報処理能力、注意力、判

断力が低下します。この状態で運転す

ると、運転に必要な「反応」「操作」「発見」

などの要素が欠落してしまい、大きな事故に

つながることになります。死亡

事故率は飲酒なしの場合と比べ

て 8.7 倍です。お酒に強い人も

弱い人も関係なく、このようなリス

クがあることを知ってください。

熊本県警察本部交通企画課

小
お だ

田真
まさよし

功 警部

図１Interview
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を
買
い
に
市
場
へ
車
で
向
か
い
ま

し
た
。
そ
の
途
中
、
信
号
待
ち
で

停
車
し
て
い
た
車
に
追
突
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

実
況
見
分
の

最
中
、
私
か

ら
お
酒
の
に

お
い
が
し
た

私
は
平
成
17
年
に
飲
酒
運
転

で
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
前
日
は
午
後
10
時
頃

ま
で
テ
レ
ビ
番
組
の
打
ち
合
わ

せ
を
兼
ね
て
お
酒
を
飲
み
ま
し

た
。
タ
ク
シ
ー
で
帰
宅
し
て
寝
た

後
、
午
前
３
時
に
起
き
て
「
も
う

大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
思
い
、
食
材

た
め
飲
酒
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、
測

定
の
結
果
酒
気
帯
び
運
転
で
検
挙

さ
れ
ま
し
た
。

事
故
後
、
私
は
お
世
話
に

な
っ
て
い
た
企
業
や
放
送

局
か
ら
の
信
用
、
キ
ャ
リ
ア
、
収

入
な
ど
多
く
の
も
の
を
失
い
ま
し

た
。
家
族
に
も
つ
ら
い
思
い
を
さ

せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
家
や
車
に

い
た
ず
ら
を
さ
れ
、
精
神
的
に
不

安
定
に
な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
今
は
、
一
人
で

も
多
く
の
人
に
飲
酒
運
転
の
危
険

性
や
そ
の
先
に
あ
る
悲
し
み
に
気

付
い
て
も
ら
お
う
と
講
演
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
を
減
ら
す
に
は
、

自
分
が
酔
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
な
が
ら
運
転
す
る
人
、
お

酒
が
抜
け
た
と
思
い
込
ん
で
運
転

す
る
人
に
し
っ
か
り
と
自
覚
し
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
当
事
者
だ
け
で
な
く

周
り
の
人
も
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
お
酒
を

飲
む
と
き
に
は
職
場
に
車
を
置
い

て
み
ん
な
で
タ
ク
シ
ー
で
帰
る
、

お
酒
が
残
っ
て
い
な
い
か
家
族
に

息
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

お
酒
が
な
く
な
ら
な
い
限
り

飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
こ

と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
せ
い
で
人
の
夢
や

人
生
が
奪
わ
れ
る
こ
と
は
決
し
て

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
飲
酒
運

転
は
家
族
、
職
場
、
友
人
同
士
な

ど
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
本
気

で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
事

で
す
。
飲
酒
運
転
を
減
ら
す
た
め

に
一
人
一
人
が
ル
ー
ル
を
守
り
、

飲
酒
運
転
を
し
な
い
、さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
環
境
を
熊
本
県
か
ら
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

タ
レ
ン
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
う
ん
ば
ば
中
尾
さ
ん
は
、
飲
酒
運

転
事
故
を
起
こ
し
た
体
験
を
人
に
伝
え
、
そ
の
危
険
性
を
知
ら
せ
る

た
め
に
講
演
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
飲
酒
運
転
が
自
分
や
周
り
の

人
に
与
え
た
影
響
と
、
防
止
策
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
先
に
あ
る
悲
し
み
に

気
付
い
て
ほ
し
い
―

笑
顔
を
守
る
た
め
に

　「
飲
酒
運
転
は
し
て
は
い
け
な

い
―
」。
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。し
か
し
、

ア
ル
コ
ー
ル
は
そ
の
当
た
り
前
の

こ
と
も
分
か
ら
な
く
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
も

し
自
分
が
飲
酒
運
転
事
故
を
起
こ

し
て
し
ま
っ
た
ら
…
…
。
も
し
大

切
な
人
が
飲
酒
運
転
事
故
に
巻
き

込
ま
れ
た
ら
…
…
。

　笑
顔
を
守
る
た
め
の
鍵
は
、
自

覚
と
助
け
合
い
で
し
た
。
そ
の
鍵

は
私
た
ち
熊
本
県
民
一
人
一
人
が

握
っ
て
い
ま
す
。

　熊
本
県
か
ら
飲
酒
運
転
を
な
く

し
、大
切
な
人
の
「
笑
顔
」
を
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

厳罰化されたものの、依然として後を絶たない飲酒運
転。なぜ、危険だと分かっている飲酒運転をしてし
まうのでしょうか。お酒を飲む機会が増えるこの時
期に、いま一度飲酒運転について考えてみましょう。

事故
事故発生件数 検挙数

検挙
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待ちに待った２年ぶりの「いろは座」公演は、訪れたお客さんを笑いの渦に包みました
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メ
イ
ン
ゲ
ス
ト

石
原
詢
子
さ
ん

たくさんのお客さんが訪れ
魅力にあふれた２日間

①�安定感抜群でお客さん
の笑いを誘った「いろ
は座」公演

④�佐賀県基山町の「宮浦の獅子舞」

⑤�球磨村小川地区の「小川建築踊り」

⑥�人吉市鬼木町の「鬼木町臼太鼓踊り」

③�美しい着物姿と歌で会
場を魅了した茜つばき
さん

②�素晴らしい歌唱力とお
もしろトークで会場を
盛り上げた華花かおり
さん

⑦第８回丸太切り大会で必死に丸太を切る郵便局チーム
⑧村内保育園発表で元気な踊りを見せた渡保育園児
⑨オープニングを力強い太鼓で飾った球磨川太鼓
⑩ひょっとこ踊りでお客さんの表情も笑顔に
⑪木のおもちゃコーナーは小さいお子さんに大人気
⑫森林組合のマス焼きは香ばしくて美味
⑬おいしい焼き鳥をお客さんへ！商工会バザー

第33回ふれあいまつり〝くまむら〟

芸
能

伝
統

第
33
回
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
〝
く
ま

む
ら
〟
が
10
月
27
日
と
28
日
の

２
日
間
、
さ
く
ら
ド
ー
ム
を
メ
イ
ン

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た

の
は
、
「
球
磨
川
太
鼓
」
。
そ
の
力
強

い
太
鼓
の
音
色
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
村
内
保
育
園
発
表
で
は
、
園

児
た
ち
の
一
生
懸
命
な
演
技
に
お
客
さ

ん
も
笑
顔
。
保
護
者
も
カ
メ
ラ
片
手

に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年

で
８
回
目
を
迎
え
る
丸
太
切
り
大
会

に
は
、
優
勝
賞
金
３
万
円
を
め
ざ
し
て

12
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
接
戦
を
制
し
た

「
大
栗
会
」
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

１
日
目
の
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
の
「
い
ろ

は
座
」
は
、
安
定
感
抜
群
の
演
技
で

会
場
を
笑
い
の
渦
に
包
み
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
ふ
る
さ
と
文
化
交
流

に
村
内
の
「
小
川
建
築
踊
り
」
、
人

吉
市
鬼
木
町
の
「
鬼
木
町
臼
太
鼓
踊

り
」
、
佐
賀
県
基
山
町
の
「
宮
浦
の

獅
子
舞
」
が
出
演
し
、
素
晴
ら
し
い

伝
統
芸
能
を
披
露
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
年
の
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
ゲ
ス

ト
は
、
演
歌
歌
手
の
石
原
詢
子
さ

ん
。
遠
く
は
大
阪
府
か
ら
も
お
っ
か

け
の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
一
番
の
盛
り

上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　

今
年
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
〝
く
ま
む

ら
〟
は
、
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
訪

れ
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

⑦⑧⑨

⑩⑪⑫⑬

④

⑤

⑥

①

②

③
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丹精込めて作られた梨や柿が出展
秋の味覚が大集合

農林産物品評会
　

10
月
25
日
、
球
磨
村
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
「
清
流
館
」
に
お

い
て
農
林
産
物
品
評
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
品
評
会
に
は
、
果
実
部

門
に
40
点
、
林
産
物
門
に
８
点
、

加
工
品
部
門
に
28
点
、
穀
類
部
門

に
７
点
、
野
菜
部
門
に
64
点
が
出

展
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
球
磨
地
域
振
興
局
農

業
普
及
振
興
課
と
球
磨
地
域
農
業

協
同
組
合
下
球
磨
営
農
セ
ン
タ
ー

の
職
員
に
よ
り
、
大
き
さ
や
色
、

形
、
糖
度
な
ど
を
み
て
慎
重
に
行

わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
ご
と
に

順
位
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

【�

農
林
産
物
品
評
会
結
果
（
敬
称

略
）
】

（
等
）
（
氏
名
）
（
品
種
）

■
果
実
部
門

①
毎
床
和
博
「
新
興
」

②
川
口
新
二
「
太
秋
」

②
有
瀬
幸
己
「
新
興
」

③
西
文
久
「
新
興
」

③
犬
童
勝
則
「
太
秋
」

③
有
瀬
幸
己
「
ゆ
ず
」

■
林
産
物
部
門

①
田
中
文
丸
「
椎
茸
」

②
山
口
マ
ユ
ミ
「
干
し
ぜ
ん
ま
い
」

③�

大
無
田
シ
ヲ
リ
「
干
し
た
け
の

こ
」

■
加
工
品
部
門

①
大
無
田
ト
ミ
子
「
梅
干
し
」

②�

有
瀬
幸
子
「
柚
子
入
り
こ
ん

に
ゃ
く
」

③
本
山
洋
子
「
芋
よ
う
か
ん
」

■
穀
類
部
門

①
今
村
ま
す
み
「
小
豆
」

②
鵜
口
義
弘
「
夏
豆
」

③
大
槻
國
光
「
小
豆
」

■
野
菜
部
門

①
山
口
マ
ユ
ミ
「
し
ょ
う
が
」

①
山
口
マ
ユ
ミ
「
里
芋
」

②
地
下
卓
男
「
甘
長
と
う
が
ら
し
」

②
大
無
田
ヨ
シ
子
「
い
ん
げ
ん
」

③
山
口
マ
ユ
ミ
「
大
根
」

③
有
瀬
幸
子
「
ね
ぎ
」

③
有
瀬
幸
子
「
ハ
ヤ
ト
ウ
リ
」

審査のようす

１
４
７
点
の
農
林
産
物
が

出
展
さ
れ
る

５
分
会
が
最
後

に
逆
転
し
Ｖ

第３８回分会対抗駅伝大会

球磨中学習発表会＆合唱コンクール

　

11
月
４
日
、
日
当
広
場
か
ら
運

動
公
園
ま
で
の
12
区
間
（
23
・
８

㌔
）
で
９
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
分

会
対
抗
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

レ
ー
ス
は
、
５
区
で
首
位
に

立
っ
た
１
分
会
Ａ
チ
ー
ム
が
ア
ン

カ
ー
ま
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し

た
が
、
５
分
会
Ａ
チ
ー
ム
の
ア
ン

カ
ー
の
犬
童
翔
一
郎
選
手
が
、
３

位
か
ら
２
人
抜
き
で
首
位
に
立
ち

そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
。
見
事
な
逆
転

劇
を
演
じ
、
５
分
会
Ａ
を
優
勝
に

導
き
ま
し
た
。

【
大
会
成
績
】

総
合

優
勝　

５
分
会
Ａ  

１
時
間
29
分
32
秒

２
位　

１
分
会
Ａ  

１
時
間
29
分
48
秒

３
位　

６
分
会
Ａ  

１
時
間
30
分
１
秒

区
間
賞
（
敬
称
略
）

１
区　

１
分
会
Ａ

　
　
　

丸
橋
勝
寿　
　

５
分
55
秒

２
区　

２
分
会

　
　
　

椎
屋
寧ね

ね音　
　

２
分
18
秒

３
区　

６
分
会
Ａ

　
　
　

蔀
拓
也　
　
　

11
分
25
秒

４
区　

２
分
会

　
　
　

西
勝
則　
　
　

５
分
22
秒

５
区　

１
分
会
Ａ

　
　
　

水
篠
友
哉　
　

８
分
34
秒

６
区　

６
分
会
Ａ

　
　
　

仮
屋
嵐　
　
　

９
分
７
秒

７
区　

１
分
会
Ａ

　
　
　

川
口
光
國　
　

８
分
25
秒

８
区　

５
分
会
Ａ

　
　
　

毎
床
彰
啓　
　

５
分
30
秒

９
区　

５
分
会
Ａ

　
　
　

井
本
惠
理
香　

５
分
45
秒

10
区　

１
分
会
Ｂ

　
　
　

内
山
詩
乃　
　

５
分
12
秒

11
区　

６
分
会
Ａ

　
　
　

坂
本
壮
真　
　

８
分
25
秒

（
区
間
新
）

12
区　

５
分
会
Ａ

　
　
　

犬
童
翔
一
郎　

７
分
17
秒

　

11
月
18
日
、
球
磨
中
学
習
発
表
会
と

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

学
習
発
表
会
の
ス
テ
ー
ジ
の
部
で

は
、
英
語
暗
唱
の
発
表
や
演
劇
、
そ
し

て
、
２
年
生
は
大
瀬
組
郷
土
芸
能
保
存

会
の
皆
さ
ん
の
指
導
で
、
９
月
か
ら
計

11
回
練
習
を
し
て
き
た
文
政
三
年
棒
踊

り
を
披
露
。
生
徒
た
ち
は
約
１
９
０
年

前
の
農
民
の
姿
に
な
り
唄
入
り
の
荘
重

な
舞
と
激
し
く
棒
を
打
ち
合
う
動
作
や

大
天
狗
・
小
天
狗
の
踊
り
で
郷
土
芸
能

を
継
承
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
展
示
の
部
で
は
職
場
体
験
学

習
や
福
祉
体
験
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
を

ま
と
め
た
展
示
や
各
学
年
が
美
術
の
授

業
で
制
作
し
た
作
品
の
展
示
が
あ
り
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
行

わ
れ
、
各
学
年
こ
れ
ま
で
練
習
し
て
き
た

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

課
題
曲
は
「
ふ
る
さ
と
」
。
各
学
年
一

生
懸
命
に
郷
土
を
想
い
歌
う
姿
に
は
保
護

者
ら
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
合
唱
の
前
に
は
、
各
学
年
で
円
陣
を

組
み
「
頑
張
る
ぞ
！
」
と
掛
け
声
を
か
け

合
う
姿
に
生
徒
た
ち
の
強
い
「
絆
」
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
年
生
の
有
志
に
よ
る
バ
ン
ド

の
披
露
も
あ
り
、
笑
い
あ
り
感
動
あ
り
の

学
習
発
表
会
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
と
な
り

ま
し
た
。

文政三年棒踊りを披露する２年生

逆転劇を演じた犬童翔一郎選手（左）

強い「絆」で合唱
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認知症について理解を深める
認知症サポーター養成講座

親子で手作りお店めぐり
渡保育園絵本館まつり

もっこすファイヤーと一緒に授業
一勝地小で「くまもとの風」撮影

上手くねらえたですか！？

くまモンからオレンジリングを受け取る

手作りお店がとてもにぎわいました

挨拶する今村会長

環境についてみんなで考えました

　

10
月
19
日
、
さ
く
ら
ド
ー
ム
で
、

村
内
17
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
参
加
し
、

第
20
回
球
磨
村
高
齢
者
健
康
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
ボ
ー
ル
を
転
が
し
ピ

ン
を
倒
す
「
ピ
ン
倒
し
リ
レ
ー
」

や
一
本
一
本
異
な
る
長
さ
の
ひ
も

を
引
き
、
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
ゴ
ー

ル
を
目
指
す
「
運
を
ひ
も
に
ま
か

せ
て
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
チ
ー
ム

競
技
が
行
わ
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
内
保
育
園
児
の
演
技

発
表
も
あ
り
、
笑
い
の
絶
え
な
い

健
康
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
25
日
、
球
磨
中
に
お
い

て
小
中
連
携
の
一
環
で
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
が
開
催
れ
ま

し
た
。

　

講
座
は
役
場
健
康
衛
生
課
の
松

本
憲
吾
主
査
が
講
師
を
務
め
、
認

知
症
と
は
ど
う
い
う
病
気
か
、
ま

た
認
知
症
の
人
と
ど
の
よ
う
に
接

し
た
ら
い
い
の
か
な
ど
を
学
習
し
、

認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

　

講
座
終
了
後
に
は
、
サ
プ
ラ
イ
ズ

ゲ
ス
ト
と
し
て
、
く
ま
も
と
サ
プ
ラ

イ
ズ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
く
ま
モ
ン
」

が
登
場
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

渡
保
育
園
で
は
、
10
月
15
日
か
ら

20
日
ま
で
絵
本
館
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
ば
ば
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
の

絵
本
を
通
し
て
絵
本
の
世
界
に
入
り

込
み
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
体
験
。
20

日
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
手
作
り
の

出
店
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
お
面
制

作
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
親
子

で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
を
体

験
す
る
と
ス
タ
ン
プ
が
も
ら
え
、
す

べ
て
を
体
験
し
て
も
ら
え
る
「
ば
ば

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
と
く
だ
い
す
た
ん
ぷ
」

を
め
ざ
し
、
コ
ー
ナ
ー
め
ぐ
り
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
、
一
勝
地
小
学
校
で

「
く
ま
も
と
の
風
」
の
撮
影
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

一
勝
地
小
は
、
未
来
に
つ
な
ぐ
写

真
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
わ
た
し
の
ま

ち
の
○
と
×
コ
ン
テ
ス
ト
～
で
見

事
、
審
査
員
賞
を
受
賞
。
そ
ん
な

一
勝
地
小
の
環
境
学
習
に
お
笑
い

芸
人
の
「
も
っ
こ
す
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」

も
参
加
し
て
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
勉
強
し
ま
し
た
。

　

授
業
風
景
や
一
勝
地
小
学
校
の

取
り
組
み
の
よ
う
す
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総

合
テ
レ
ビ
で
11
月
30
日
午
後
７
時

30
分
か
ら
放
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

まだまだ健康で元気ばい！
球磨村高齢者健康祭

むら のトピックス

会員増をめざす
　　　 第６回九州カワセミ会

福
岡
県
周
辺
在
住
の
球
磨
村
出

身
者
及
び
関
係
者
を
会
員
と

す
る
九
州
カ
ワ
セ
ミ
会
の
第
６
回

総
会
が
、
11
月
10
日
に
福
岡
市
の

ホ
テ
ル
ク
リ
オ
コ
ー
ト
博
多
で
開

催
さ
れ
、
福
岡
県
周
辺
か
ら
会
員

８
人
、
球
磨
村
か
ら
は
柳
詰
村
長

を
は
じ
め
関
係
職
員
４
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

今
村
勝
之
介
会
長
か
ら
は
「
出

席
者
数
が
少
な
く
、
残
念
で
す
。

会
員
数
・
出
席
者
数
が
増
え
る
よ

う
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
球

磨
村
の
た
め
に
自
分
で
で
き
る
範

囲
で
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
い

う
挨
拶
が
あ
り
、
来
賓
挨
拶
で
は

柳
詰
村
長
が
球
磨
村
の
近
況
報
告

を
交
え
な
が
ら
「
厳
し
い
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
さ
ま

と
共
に
助
け
合
う
共
助
の
む
ら
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
九
州
カ
ワ
セ
ミ
会
の
皆
さ
ん

の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
の
間
で
は
、
会
話
を
す

る
う
ち
に
お
互
い
に
繋
が
り
が
あ

る
こ
と
が
見
出
さ
れ
、
思
い
出
話
に

花
が
咲
き
、
球
磨
弁
が
飛
び
交
い
、

最
後
は
会
員
増
と
次
回
総
会
へ
の

出
席
者
増
の
た
め
協
力
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　

球
磨
村
で
は
、
今
年
９
回
目
と

な
る
「
東
京
カ
ワ
セ
ミ
会
」
、
７
回

目
の
「
関
西
カ
ワ
セ
ミ
会
」
、
６
回

目
の
「
九
州
カ
ワ
セ
ミ
会
」
、
４
回

目
の
「
東
海
カ
ワ
セ
ミ
会
」
の
そ

れ
ぞ
れ
の
会
員
の
拡
大
を
図
り
、

都
市
部
へ
の
ふ
る
さ
と
情
報
の
発

信
に
努
め
て
い
ま
す
。
会
員
拡
大

の
た
め
、
各
地
域
に
在
住
の
ご
親

族
や
ご
友
人
な
ど
が
お
ら
れ
ま
し

た
ら
、
総
務
企
画
課
企
画
広
報
係

（
☎
３
２
‐
１
１
３
８
）
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
お
知
ら
せ
い
た

だ
い
た
情
報
は
厳
重
に
管
理
し
、

目
的
以
外
へ
使
用
し
な
い
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

思
い
出
話
に
花
が
咲
く

「
カ
ワ
セ
ミ
会
」
の
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
！
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中根教育長、板﨑教育委員が再任
教育長、教育委員の辞令交付式

保育園児や小学生が相撲を取る
住吉神社で秋の大祭

大きいお芋をめざして掘り進める
保育園児と小学生がサツマイモの収穫

銀河鉄道の夜の影絵劇を上映

村長から辞令を受ける中根耕造教育長（右）と
板﨑幸範教育委員（左）

子どもたちの一生懸命な一番

待ちに待った芋ほり

　

11
月
７
日
、
く
ま
も
と
教
育
の

日
in
く
ま
む
ら
が
球
磨
中
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
劇
団
ス
タ
ジ
オ
ラ
イ

フ
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
影
絵
劇
で

宮
沢
賢
治
の
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』

が
上
映
さ
れ
、
参
加
し
た
人
た
ち

は
、「
命
の
尊
さ
と
本
当
の
幸
せ
」

と
は
何
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

影
絵
劇
の
後
に
は
、
影
絵
遊
び

が
行
わ
れ
、
手
の
影
で
表
現
し
た

も
の
が
何
な
の
か
を
当
て
る
ク
イ

ズ
や
参
加
者
自
身
が
影
を
演
じ
る

な
ど
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
の
臨
時
議
会
に
お
い

て
、
板
﨑
幸
範
教
育
委
員
が
選
任
。

ま
た
、
11
月
７
日
の
教
育
委
員
会

議
に
お
い
て
、
中
根
耕
造
教
育
長

の
再
任
が
決
定
さ
れ
、
辞
令
交
付

式
が
11
月
15
日
に
村
長
室
で
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

板
﨑
幸
範
教
育
委
員
の
任
期
は

平
成
24
年
11
月
14
日
か
ら
平
成
28

年
11
月
13
日
ま
で
の
４
年
間
。
ま

た
、
中
根
耕
造
教
育
長
の
任
期
も
、

平
成
24
年
11
月
14
日
か
ら
平
成

28
年
11
月
13
日
ま
で
の
４
年
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

11
月
12
日
、
神
瀬
地
区
の
住
吉
神
社

で
は
秋
の
大
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
が
集
ま
り
神
事
が
行
わ

れ
た
後
に
は
、
郷
土
芸
能
の
「
住
吉

谷
奴や

っ
こ」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

毎
年
恒
例
の
相
撲
も
行
わ
れ
、
今
年

は
神
瀬
保
育
園
児
と
一
勝
地
小
の
１
・

２
・
３
年
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
が
相
撲
を
取
る
姿
に
は
、
保

護
者
や
地
域
住
民
か
ら
「
頑
張
れ
！
」

の
声
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。
園
児
た

ち
の
中
に
は
泣
き
出
し
て
し
ま
う
子

も
い
る
な
ど
笑
い
あ
り
涙
あ
り
の
取

り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
が
ね
保
育
園
の
畑
に
６
月
に

苗
付
け
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
芋
ほ

り
が
11
月
16
日
、
一
勝
地
小
１
・
２

年
生
と
こ
が
ね
保
育
園
児
、
神
瀬

保
育
園
児
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

待
ち
に
待
っ
た
芋
ほ
り
と
あ
っ

て
子
ど
も
た
ち
は
、
大
き
い
芋
を

め
ざ
し
て
ス
コ
ッ
プ
で
掘
り
進
め
、

大
き
な
芋
を
見
つ
け
る
と
大
喜
び

し
て
い
ま
し
た
。
根
っ
こ
を
引
っ
張

る
と
小
さ
な
芋
か
ら
大
き
な
芋
ま

で
様
々
な
形
、
大
き
さ
の
芋
が
姿

を
現
し
、
30
分
ほ
ど
で
一
輪
車
い
っ

ぱ
い
の
芋
が
収
穫
で
き
ま
し
た
。

「命の尊さと本当の幸せ」を考える
くまもと教育の日 inくまむら

むら のトピックス

　

球
磨
郡
身
体
障
害
者
福
祉
協
議

会
連
合
会
体
育
祭
が
、
10
月
30
日

に
あ
さ
ぎ
り
町
免
田
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
球
磨
村
が
見

事
２
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
、「
私
に
手
を
貸
し
て
」

や
バ
ケ
ツ
の
水
を
湯
の
み
茶
碗
を

使
い
離
れ
た
一
升
瓶
ま
で
運
び
、

一
升
瓶
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
速
さ

を
競
う
「
心
の
ふ
れ
あ
い
」
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
11
月
５
日
、
球
磨
村

心
身
障
害
者
福
祉
協
議
会
の
山
口

道
人
会
長
ら
４
人
が
村
長
を
訪
れ
、

優
勝
の
報
告
し
ま
し
た
。

２連覇おめでとうございます
身障者福祉協議会連合会体育祭で優勝

壁飾りづくりに挑戦
渡小ものづくりチャレンジ教室

手作り種目で手作り運動会
やまびこ運動会

犬童武徳さんが優勝
一勝地阿蘇神社奉納弓道大会

レイアウト通りにできたかな？

地域住民みんなで楽しみました

集中し矢を射る出場選手

　

11
月
１
日
、
渡
小
で
は
熊
本
県

の
「
も
の
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
」
の
一
環
で
「
も
の
づ
く
り
チ
ャ

レ
ン
ジ
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
４
年
生
22
人
で

松
ぼ
っ
く
り
や
綿
な
ど
自
然
に
あ

る
も
の
を
使
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
用
の

壁
飾
り
を
制
作
。
子
ど
も
た
ち
は
、

最
初
に
レ
イ
ア
ウ
ト
を
書
き
、
紙

粘
土
を
ボ
ー
ド
に
張
り
付
け
な
が

ら
思
い
思
い
に
装
飾
し
記
念
の
壁

飾
り
を
つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
は
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ

や
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
、
立
野
地
区
で
は
毎

年
恒
例
の
、
や
ま
び
こ
運
動
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
会
に
は
水
篠
地
区
、
糸
原

地
区
、
境
目
地
区
住
民
や
知
人
ら

も
参
加
し
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

運
動
会
の
種
目
は
実
行
委
員
会

の
人
た
ち
手
作
り
で
、
今
年
は
、

４
人
で
置
い
て
あ
る
４
つ
の
箱
を

順
に
積
み
重
ね
な
が
ら
リ
レ
ー
し

て
い
く「
立
野
宅
急
便
」な
ど
ユ
ー

モ
ア
溢
れ
る
種
目
が
行
わ
れ
楽
し

み
ま
し
た
。

　

地
域
の
運
動
会
が
地
域
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
長
く
続
い
て
い
く

こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

11
月
６
日
、
一
勝
地
阿
蘇
神
社

奉
納
弓
道
大
会
が
、宮
本
道
場
「
一

勝
館
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
先
駆
け
て
、
矢
渡
し
の

儀
式
が
行
わ
れ
、
宮
本
宣
彦
さ
ん

が
集
中
し
た
ま
な
ざ
し
で
的
を
射

ま
し
た
。

　

大
会
は
、
21
人
が
出
場
し
、
４

本
の
矢
を
５
回
に
分
け
て
計
20
本

の
矢
を
射
る
20
射
で
競
技
が
行
わ

れ
、
20
本
中
、
17
本
の
矢
を
的
中

さ
せ
た
犬
童
武
徳
さ
ん
が
見
事
優

勝
し
ま
し
た
。

　

選
手
ら
は
、
弓
道
独
特
の
緊
迫

し
た
雰
囲
気
の
中
、
集
中
し
て
的

を
め
が
け
矢
を
射
て
い
ま
し
た
。

左から山口道人さん、川内俊博さん、
鳥飼勝子さん、鵜口義弘さん

むら のトピックス
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臨時職員を募集します

　

平
成
24
年
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

本
年
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け

て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
な

お
、
調
査
票
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
合
せ
先

球
磨
村
役
場
総
務
企
画
課

☎
３
２
‐
１
１
３
８

【
工
事
名
】

　

国
道
２
１
９
号
全
国
防
災
交
付

金
・
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
（
多

武
除
工
区
・
山
口
工
区
）
工
事
他

合
併

【
規
制
場
所
】

多
武
除
～
瀬
戸
石
ダ
ム
間

【
規
制
機
関
】

平
成
25
年
３
月
26
日
ま
で

【
規
制
内
容
】

片
側
交
互
通
行
（
午
前
８
時
～
午

後
５
時
）

■
お
問
合
せ
先

球
磨
村
役
場
建
設
課

☎
３
２
‐
１
１
１
６

含
む
）
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有

し
た
人
で
、
特
別
な
介
助
を
必
要

と
し
な
い
こ
と　

な
ど

【
定
員
】
10
人

【
募
集
締
切
】

平
成
25
年
１
月
21
日
（
月
）
ま
で

【
費
用
】
年
間
２
万
円
程
度

■
お
問
合
せ
先

熊
本
県
立
熊
本
高
等
技
術
訓
練
校

☎
０
９
６
‐
３
７
８
‐
０
１
２
１

　

就
業
し
て
い
る
調
理
師
は
、
法

に
基
づ
き
２
年
ご
と
に
就
業
地
等

に
関
す
る
届
出
が
必
要
で
す
。

【
対
象
】

平
成
24
年
12
月
31
日
現
在
、
調
理

師
免
許
を
有
し
県
内
で
調
理
業
務

に
従
事
し
て
い
る
人

【
届
出
用
紙
の
設
置
場
所
】

県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課
、
県
内

各
保
健
所
、
熊
本
市
各
区
役
所

【
提
出
期
限
】

平
成
25
年
１
月
15
日
（
火
）

【
提
出
先
】

（
就
業
地
を
所
管
す
る
保
健
所
）

人
吉
保
健
所

☎
２
２
‐
３
１
０
７

 

る
能
力
が
不
十
分
な
人
の
中
に

は
、
預
貯
金
や
不
動
産
等
の
財
産

管
理
や
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や

施
設
へ
の
入
所
に
関
す
る
契
約
を

結
ん
だ
り
す
る
必
要
が
あ
っ
て
も
、

自
分
で
こ
れ
ら
の
こ
と
を
行
う
の

が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
本
人
に

代
わ
っ
て
、
法
的
に
権
限
を
与
え

ら
れ
た
成
年
後
見
人
が
行
う
こ
と

に
よ
り
、
本
人
を
保
護
し
、
支
援

す
る
の
が
成
年
後
見
制
度
で
す
。

　

な
お
、
利
用
を
検
討
さ
れ
て
い

る
人
や
、
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た

い
人
は
、
次
の
相
談
窓
口
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口

球
磨
村
役
場
住
民
福
祉
課
（
球
磨

村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
３
２
‐
１
１
１
２

　

子
ど
も
た
ち
の
野
球
の
練
習
試

合
な
ど
を
見
に
行
っ
て
、
急
に
審

判
を
頼
ま
れ
不
安
に
な
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

ル
ー
ル
が
わ
か
ら
な
い
、
ミ
ス

ジ
ャ
ッ
ジ
を
し
て
し
ま
っ
た
…
な

ど
。

　

そ
ん
な
不
安
な
気
持
ち
を
少
し

で
も
取
り
除
く
た
め
、
昨
年
に
引

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
林
退
共
制
度

に
加
入
し
て
い
た
が
、
退
職
金
を

ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
を
探

し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入

し
て
い
た
か
分
ら
な
い
人
に
つ
い

て
も
調
べ
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
及
び
被
共
済
者
に
対
し
、
各
種

手
続
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職

金
の
請
求
等
）
の
必
要
が
生
じ
た

場
合
は
で
き
う
る
限
り
の
範
囲
に

お
い
て
速
や
か
に
対
応
し
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
支
部
又
は
本
部
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ
先

林
業
退
職
金
共
済
事
業
熊
本
県
支

部☎
０
９
６
‐
３
６
２
‐
３
２
９
１

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
７

　

認
知
症
、
知
的
障
害
、
精
神
障

害
な
ど
に
よ
り
、
物
事
を
判
断
す

お
知
ら
せ

球
磨
圏
域
自
死
遺
族
支
援

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林

退
共
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

成
年
後
見
制
度
を
ご
存
知

で
す
か

平
成
24
年
度
調
理
師
業
務

従
事
者
届
の
提
出
に
つ
い

て

　

自
死
遺
族
へ
の
理
解
を
深
め
、

適
切
な
対
応
を
身
に
付
け
、
自
死

遺
族
支
援
対
策
の
推
進
を
図
る
た

め
、
自
死
遺
族
支
援
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

【
日
時
】

12
月
５
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分

～
午
後
４
時
10
分

【
場
所
】

ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ク
平
安

☎
２
２
‐
５
１
３
１

【
内
容
】

①
講
演

（
午
後
１
時
35
分
～
午
後
３
時
５

分
）

（
演
題
）

「
大
切
な
人
を
自
殺
で
亡
く
し
た

人
た
ち
へ
伝
え
た
い
こ
と
」

（
講
師
）

横
浜
カ
メ
リ
ア
ホ
ス
ピ
タ
ル

山
口
和
浩
氏

②
自
死
遺
族
の
交
流
会

（
午
後
３
時
10
分
～
午
後
４
時
10

分
）

※�

当
日
は
、
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

き
続
き
野
球
審
判
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】

12
月
９
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分

～
正
午

【
場
所
】

球
磨
村
総
合
運
動
公
園
野
球
コ
ー

ト
（
雨
天
時
：
さ
く
ら
ド
ー
ム
）

【
講
師
】

熊
本
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者
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帳
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で
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に
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の
申
込
み
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し
、
高
校
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業
（
卒
業
見
込
み
を

「
野
球
審
判
教
室
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く
ま
む
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」
を
開
催
し
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身
体
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害
者
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発
訓
練
生
募
集
中

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

通
行
規
制
の
お
知
ら
せ

勤務先及び職種 球磨村文化協会（球磨村教育委員会・村内小学校）

採用人数 ３人 １人

職務内容

平成２５年２月１日から、球磨村文化協会
事務局（球磨村教育委員会）及び村内小学
校で、児童の学習や生活面での支援業務に
従事します。
（学校生活支援員配置事業）

平成２５年２月１日から、球磨村文化協
会事務局（球磨村教育委員会）で、文化
活動の推進支援業務に従事します。
（文化のかおる村づくり推進事業）

受験資格
１）��平成２３年３月１１日以降に離職した失
業者又は東日本大震災による被災求職者

２）普通自動車免許一種

１）�平成２３年３月１１日以降に離職した失
業者又は東日本大震災による被災求職者

２）普通自動車免許一種
３）基礎的なパソコン操作が出来る方。

選考方法
１）書類選考：提出された申込書及び作文を審査し、可否を本人に宛に通知します。
２）選考試験：書類選考により難い時は、面接による人物試験

選考試験の
日程等

１）試験期日（面接試験のみ）：書類選考の結果に基づき、可否を本人に宛に通知します。
２）試験会場：球磨村コミュニティセンター「清流館」会議室　（球磨村役場横）
３）合格発表：試験結果については、郵送により通知します。

応募・申込手続

１）受付の期日及び時間
　　　期日：平成２４年１１月２６日（月）から１２月１４日（金）まで
　　　（但し、土曜・日曜を除く）
　　　時間：午前８時３０分から午後５時まで
２）申込手続
　　　球磨村役場総務企画課に備え付けの申込書１部及び作文を提出してください。
　　　※作文（題名　「今、関心があること」４００字以内）

給料等
１）賃金は、５，２００円～６，０００円程度で村の規定により支給されます。
　　（その他、社会保険・雇用保険が適用されます。）
２）勤務時間等は、球磨村職員の勤務時間に準じます。

雇用期間 平成２５年２月１日（金）から平成２６年１月３１日（金）まで　

お問合せ先 球磨村文化協会事務局（球磨村教育委員会）☎３２－１１１７
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球磨村の天然記念物＆文化財　series ⑤

【向淋のオガタマノキ】
指定：球磨村指定天然記念物（平成8年3月28日）　

所在：一勝地・向淋

　オガタマノキは、国道２１９号線の向淋バス停の上、向淋公民館
の境内の森に二本亭々とそびえています。
　公民館横のオガタマノキは、幹囲３ｍ５０ｃｍ。人吉球磨最大と
思われます。
　公民館裏のオガタマノキは、幹囲２ｍ６５ｃｍ、外に大きなカガ
ツガユ、ホソバタブ、ヤブツバキ等が繁茂しています。
　
　・カガツガユ　幹囲１ｍ１０ｃｍ
　・ホソバタブ　幹囲３ｍ１０ｃｍ
　・ヤブツバキ　幹囲１ｍ６５ｃｍ

　観音堂跡に建てられた公民館内には、木造十一面観音菩薩立像（桧材・一木造り・彫眼・漆箔像）、石造

地蔵菩薩立像（唇に紅をさし胸にはスダレ模様の絵柄）が安置されています。公民館玄関前の両側には石
造地蔵菩薩坐像（凝灰岩製）が祀ってあります。左の地蔵菩薩の台石に「三界　霊七世父母六　明和五年
（１７６９）戊子年三月二十四日」と刻まれています。
　オガタマノキの横には平家の落人を祀ったと伝える墓が立ち、球磨川をはさんで対岸の淋には柴立姫神
社、その下流には、球磨川五大瀬の随一“修理の瀬”が滔

とうとう

々と流れ、川下りの船頭が安静中の瀬の神さんに
呼びかける「瀬声」が山

やまかい

峡にこだまします。

　修理の瀬では、「おーい、おーい」と瀬声を上げて水神さ
んに挨拶をし、瀬下りの安全を祈りました。
　瀬声を怠った船は難破し、修理をしなければならなかった
と言われています。

　村内には、皆さんの身近な所に文化財や天然記念物が存在し
ています。ぜひ、皆さんのお住まいの身近な文化財、天然記念
物を再確認し、後世に受け継いでいただきたいと思います。

球磨村教育委員会　社会教育係　☎３２－１１１７

カガツガユ 公民館裏のオガタマノキ 公民館横のオガタマノキ

公民館横のオガタマノキ

球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www.kmbb.jp/watari/

　�「陽だまり」12月行事予定
　６日(木) 陽だまりサロン
　８日(土) りんごの木サークル
２０日(木) 陽だまりサロン　
　　　　　 ママ誕生会
　　　　　１歳6カ月健診
２５日(火）陽だまりサロン

《3～ 5、8～ 10ヵ月健診》《陽だまりサロン》
【大根植え】

【ナンシー講座】
【落花生の収穫】

《ふれあいまつり・乳幼児休憩所》

　　　　　　　「渡保育園はこんなところです！」　　　　　　＝渡保育園＝
　渡保育園は球磨村運動公園に隣接した最高の立地条件で、日当たりもよく明るい園舎です。木の香りに包ま
れ、冬場の床暖房（未満児クラス、病後児棟エンジェルハウス、絵本館、多目的棟）は快適で子どもたちも裸足
で元気に過ごしています。
　子どもたちは、毎朝、園庭内のサーキットコースを回り運動公園を走り、基礎体力を培っています。11月に行
なわれる持久走大会では、日ごろの体力作りの成果を見せ、みんな力いっぱい走ることでしょう。
また、園長先生による「ふしぎの日」は、３～５歳児を対象に毎月行われ、身近な空気、水、熱のいろんな現象
から自然の不思議を学びます。子どもたちも科学に親しみ、“ふしぎ発見”を楽しみにしています。
　お仕事をしている親御さんにとって、子育てと両立するには子どもの健康が一番気がかりな所です。そんなとき
に安心してお仕事できるように病後児保育を行っています。完治前の安静が必要な時、仕事が休めない時などにど
うぞご利用ください。手続きについての詳しいことは渡保育園にお尋ねください。小学3年生まで利用できます。
＊ホームページも毎月更新していますのでどうぞご覧ください。
　　　　http：//www.kmbb.jp/watari/

今年も「乳幼児休憩所」たくさん親子のご利用があり
ました。おむつ替えや授乳などにホッと一息つかれて
ましたヽ(^。^)ノ

大根、高菜、かぶの種を植え
ました。豊作を祈る!!

「ふしぎの日」
ペットボトルのロケット

「持久走大会」
よーいどん！

「お好み焼き大会」
みんなで作って楽しい！

「絵本館まつり」
ばばばあちゃんが
やってきた

「病後児保育」
エンジェルハウスで看護
師と静かにすごします。

「園開放」
いつでもどうぞ

ピーナッツの炊き込み
ご飯を作りました。

ニューフェイスです！

球磨村役場保健師松村さ
んより「眠り」について
のお話を聞きました。

5月に植えた落花生の収穫
をしました。土の中から
ごっそり(^^)/
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球 磨 村 社 会 福 祉 協 議 会
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2
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、
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。

　

ま
た
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消
火
器
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使
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会
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少
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で
、

消
火
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練
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。
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童
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♡
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　    
街 

頭 

募 

金球磨村ボランティア
連絡協議会

　まつり開催中には、会場内の清掃活
動・募金活動を行われました。会員の皆
さん、お疲れさまでした！

２日間の街頭募金額及びご協力団体
○ボランティア協力校（村内　全小・中学校）
○球磨村ボランティア連絡協議会
○その他のボランティア

１３６，００９ 円
ご来場の皆さまのご協力、
ありがとうございました

球磨村青年団２０１２

球磨村青年団

Facebookハジメマシタ。
気になる人は、球磨村青年団
Facebookページで「いいね！」
をお願いします！

■全国青年大会に出場してきました！
　１１月９日から１２日にかけて、東京都において第６１回全国青年大会が開催されました。
　球磨村青年団からは、舞台パフォーマンスの部に野々原真矢さん、大岩誉さん、地下翔太さん、作愛
華さん、原麻美さんの５人がダンスで出場。残念ながら入賞することはできませんでしたが、本番まで
夜遅くまで練習してきた成果を発揮して最後まで全力で踊り切りました。また、軟式野球の部に小川卓
郎さん、中渡孝之さん、地下克愛さん、蔀祐太朗さんが出場しました。１回戦は、岐阜県代表のオール
下呂と対戦。終盤まで接戦が続きましたが、最後の最後に突き放されて１対４で敗退しました。
　舞台パフォーマンスの部、軟式野球の部ともに、惜しい結果とはなりましたが全国の舞台で、全力演
技、フルスイングしてきました。応戦してくださった皆さん、本当にありがとうございました。

■ふれあいまつり〝くまむら〟でバザー
　１０月２７日、２８日に開催されたふれあいまつり〝くまむら〟でバザーをしました。
　射的コーナーには子どもたちがたくさん集まり、何度も挑戦するなどして楽
しんでくれていました。また、ジュースやウィンナーなどたくさんの人にご購
入いただきました。本当にありがとうございました。

■球磨村青年団団員紹介＃３

①�セクシーにフィニッシできたと
かな！？

②翔太さん、いい味出してます
③誉さん、キレキレですね
④�ピンチでマウンドに。地下克愛
さんはセカンドで出場！

⑤真ん中に男性が一人写っています
⑥�ベンチを見てサインを確認する
小川卓郎さん

⑦次回は全国１勝をします！

ＰＲＯＦＩＬＥ
大岩 誉（おおいわ ほまれ）
団員歴：７年目
役　職：副団長
一　言：�青年団に入ってもしゃんも

で女装はせんでよかですよ
（笑）

ＰＲＯＦＩＬＥ
野々原 真矢（ののはら しんや）
団員歴：７年目
役　職：体育副部長
一　言：�青年団に入ると全国大会で

東京に行けますよ☆一緒に
行きましょう(^O^)

①

②

③ ④

⑥⑤ ⑦
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今月のおススメＢｏｏｋｓ

　父　吉田茂
麻生和子　著

　戦争に負けて、外交で勝った歴史がある─。
終戦後、吉田茂は口癖のようにそう語った。そ
して、歴代４位の在任期間を誇る稀代の指導者
となった。欧州や中国に赴いた外交官時代。米
国との開戦阻止に動いた戦前。サンフランシス
コ講和条約、バカヤロー解散…と、信念を押し
通した首相時代。官僚、政治家、父親。全ての
吉田茂に最も近くで接した娘が語る「ワンマン
宰相」の素顔。

　子どもの心のコーチング
菅原裕子　著

　子どもをよい子に育てたい―。そう考えるあ
まり、声をかけ、世話をやきすぎて、依存心の
強い、自立できない子どもが増えているといい
ます。しかし、子どもの将来を思うのなら、自
分で考える力、周りの人とうまくやっていける
本物の「生きる力」を身につけさせるのが親の
務めです。
　本書では、コーチングの技術を応用して、子
どもの内なる能力を引き出し、子どもが自分で
考え、答えを出せる子育て法を紹介します。

　なぞなぞのみせ
石津ちひろ　文

なかざわくみこ　絵
　「なぞなぞえほん」シリーズ、単なるな
ぞなぞの本ではありません。なんと、絵の
中からなぞなぞの答えを探す、というユ
ニークな絵本なのです！
　石津ちひろさんのなぞなぞに、毎回別の
画家さんが挿絵を描いているので、巻ごと
にちがう雰囲気の本ができあがります。

（お問合せ及び予約先）球磨村教育委員会　☎３２－１１１７
受付日：月曜日～金曜日（祝日除く）　受付時間：８：３０～１７：００

12月 休日当番医 ※�都合により変更になる場合がありますので、受診される方は
当番医療機関にご確認ください。

１２月　２日（日）

古城クリニック 水 上 村 水上村大字岩野２６０３ ☎４４－０３２１
田中医院 錦 町 錦町大字木上西１４３ー１ ☎３８－００６１
緒方医院 相 良 村 相良村川辺１７６４ ☎３５－０１３１
たかはし小児科内科医院 人 吉 市 人吉市相良町８－１ ☎２４－２２２２

１２月　９日（日）
そのだ医院 湯 前 町 湯前町９５３－１ ☎４３－２０６３
深水内科医院 錦 町 錦町西字百太郎３５８５－１４ ☎３８－３２２１
堤病院付属九日町診療所小児科 人 吉 市 人吉市九日町６ ☎２２－２０６９

１２月１６日（日）
宮原医院 多 良 木 町 多良木町多良木２６０ ☎４２－２０８２
酒瀬川内科 錦 町 錦町西１４－８ ☎３８－００５０
やまむら医院 あさぎり町 あさぎり町免田東１４９７－６４ ☎４５－０００５

１２月２３日（日）
渡辺医院 多 良 木 町 多良木町多良木２６５－１ ☎４２－２５４１
ほづみ皮膚科医院 錦 町 錦町西１０６５－３ ☎２６－５３００
公立多良木病院小児科 多 良 木 町 多良木町多良木４２１０ ☎４２－２５６０

１２月２４日（月・祭）
横山医院 多 良 木 町 多良木町黒肥地１５９６ ☎４２－２１３２
小川整形外科医院 錦 町 錦町西高柱９４９－１ ☎３８－３４５５
人吉総合病院小児科 人 吉 市 人吉市老神町３５ ☎２２－２１９１

１２月２９日（土）堤病院付属九日町診療所小児科 人 吉 市 人吉市九日町６ ☎２２－２０６９
１２月３０日（日）増田クリニック小児科 人 吉 市 人吉市五日町４４ ☎２２－３５７０
１２月３１日（月）増田クリニック小児科 人 吉 市 人吉市五日町４４ ☎２２－３５７０

　

頑張れロアッソ !!
〜 Road to J1 〜 （ロアッソ熊本に関するお問合せ先）

（株）アスリートクラブ熊本
☎０９６－２８３－１２００

１ 土 ●必勝！合格祈願の旅（〜 3月 15 日）

２ 日

３ 月

４ 火 ●衆議院議員選挙公示日

５ 水

６ 木

７ 金

８ 土

９ 日 ●野球審判講習会（8:30 ～　運公）

１０月 ○区長文書（お知らせ版発行）

１１火 ●球磨中持久走大会（9:00 〜　運公）

１２水 ●村内小学校持久走大会（9:00 〜　運公）

１３木 ●消防団全体訓練（19:00 ～　運公）

１４金

１５土

１６日
●衆議院議員選挙投票日
●球磨一周市町村対抗熊日駅伝大会

みんなのひろば
【
肥
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狂
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待
て
　
魔
の
交
差
点
右
、
左

・
相
手
次
第
　
ペ
コ
ペ
コ
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た
り
威
張
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た
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し
た
も
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と
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で
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掛
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ら
し
た
　
　
　
　
　
（
日
當
山
岳
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の
中
　
霞
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で
見
え
ぬ
永
田
町

・
ど
う
も
無
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方
は
只
の
太
り
過
ぎ
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鳥
飼
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胆
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柳
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尖
閣
や
　
今
ぞ
安
保
の
　
信
示
せ

・
球
磨
の
霧
　
お
し
の
け
走
る
　
児
童
ば
す
　
　
　
　
（
上
村
義
喜
）

・
メ
タ
ボ
猫
　
だ
き
し
め
て
寝
る
　
寒
い
夜

・
雨
よ
降
れ
　
ぼ
く
は
ス
ポ
ー
ツ
　
大
き
ら
い
　
　
　
　
（
カ
ヅ
子
）

【
短 

歌
】

・
ゆ
っ
た
り
と
　
欠
礼
年
賀
を
　
書
き
始
む

　
夫
の
絆
を
　
想
い
浮
か
べ
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
犬
童
幸
子
）

・
木も

く
せ
い犀
の
　
香
り
漂
う
　
百ひ
ゃ
っ
かヶ
日に
ち

　
仏
壇
に
供
え
る
　
タ
バ
コ
、
焼
酎

・
噴
煙
と
　
汽
笛
な
ら
し
て
　
Ｓ
Ｌ
は

　
雄ゆ

う

し姿
映う
つ

し
行
き
　
秋
の
球
磨
川
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
露
子
）

・
亡あ

な

た娘
に
も
　
可
愛
い
初
孫
　
出
来
た
ら
し

　
「
置
か
れ
た
場
所
で
　
咲
け
」
と
ふ
祈
る
　
　
　
　
　
（
可
津
子
）

　村民の皆さんからお寄せいただいた「肥後狂句」「川柳」「短歌」を掲載
します。全てを掲載できない場合もありますのでご了承ください。

（
掲
載
原
稿
は
、
毎
月
10
日
ま
で
に
、
役
場
総
務
企
画
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。）

［清流館］＝球磨村コミュニティセンター清流館／［渡多］＝渡多目的集会施設／［神多］＝神瀬多目的集会施設／［やまなみ］＝石の交流館「や
まなみ」／［かわせみ］＝一勝地温泉かわせみ／［渡小］＝渡小学校／［一小］＝一勝地小学校／［球中］＝球磨中学校／［運公］＝総合運
動公園／［さんがうら］＝田舎の体験交流館「さんがうら」

12 月行事予定　EVENT CALENDER
※変更になる場合もあります

１７月 ●球磨村議会定例会（〜 20 日）

１８火

１９水

２０木 ● 1歳 8カ月健診（13:00 〜　渡多）

２１金

２２土

２３日 ●しめ縄、門松づくり（9:00 〜　さんがうら）

２４月

２５火 ○区長文書（広報くまむら発行）

２６水

２７木

２８金 ●年末特別警戒出発式（19:00 ～　役場）

２９土

３０日

３1月 ●球磨村役場年末閉庁

２０１２シーズン終了
ロアッソ熊本は２２チーム中１４位

　ロアッソ熊本は、１１月１１日に今シーズン最終戦を
終え、今年の成績は２２チーム中１４位となりました。
　今シーズンは、序盤からなかなかチーム戦略などが
機能しない中での戦いで勝ちきれない試合が続きまし
たが、シーズン後半では、チーム史上初のリーグ戦５
連勝、また天皇杯では、柏レイソルを破るなど来シー
ズンに向けて希望の光を見せてくれました。

【試合結果】（１１月１１日シーズン終了）
第４０節　vs　ガイナーレ鳥取　　　（AWAY）（１－０○）
第４１節　vs　ヴァンフォーレ甲府　（AWAY）（０－２●）
第４２節　vs　愛媛ＦＣ　　　　　　（HOME）（０－１●）

【天皇杯試合予定】
４回戦（１２月１５日） vs 名古屋グランパス
試合会場：名古屋市瑞穂公園陸上競技場
　ロアッソ熊本は、天皇杯ベスト１６をかけて強豪名古屋グラ
ンパスエイトと対戦します。シーズン終盤の勢いそのままにＪ
１勢撃破を祈ります！
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長
年
、
楮
木
渡
し
舟
の
船
頭

を
し
て
こ
ら
れ
た
求
广
川
八
郎

さ
ん
が
引
退
。
引
退
の
日
に
は
、

た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
こ
れ

ま
で
の
八
郎
さ
ん
の
労
を
ね
ぎ

ら
い
ま
し
た
。
八
郎
さ
ん
は
本

当
に
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
愛
さ

れ
て
い
た
ん
だ
な
と
感
じ
た
瞬

間
で
し
た
。

　
季
節
は
間
も
な
く
冬
を
迎
え

ま
す
。
冬
は
「
寒
い
」
と
い
う

考
え
ば
か
り
が
先
行
し
が
ち
で

す
が
、
私
自
身
い
つ
も
と
は
違

う
感
覚
で
「
冬
」
と
い
う
季
節

を
感
じ
て
み
た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

11月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1,608 △ 3 △ 26

人　口（人） 4,314 △ 8 △ 133

男　（人） 2,031 △ 4 △ 78

女　（人） 2,283 △ 4 △ 55
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『
感
謝
』

長
年
の
間
、
楮
木
渡
し
舟
の
船

頭
を
務
め
た
求
广
川
八
郎
さ

ん
が
、
10
月
31
日
を
最
後
に
引
退

さ
れ
ま
し
た
。

　

楮
木
渡
し
舟
は
、
約
40
年
前
に

楮
木
地
区
の
住
民
が
交
代
制
で

行
っ
て
い
た
の
が
始
ま
り
で
、
そ

の
後
、
八
郎
さ
ん
が
一
人
行
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
、
交

通
手
段
も
限
ら
れ
て
お
り
、
毎
日

の
よ
う
に
多
く
の
利
用
者
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

最
近
で
は
、
交
通
手
段
も
普
及

し
渡
し
船
の
利
用
は
、
月
に
数
え

る
ほ
ど
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
八
郎
さ
ん
自
身
も
高

齢
に
な
り
、
体
も
思
う
よ
う
に
動

か
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
今

回
、
「
引
退
」
を
決
意
さ
れ
ま
し

た
。

　

村
で
は
、
31
日
、
最
後
の
船
頭

の
日
に
八
郎
さ
ん
の
労
を
ね
ぎ
ら

う
た
め
楮
木
渡
し
舟
お
さ
め
式
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

最
後
の
仕
事
を
終
え
た
八
郎
さ

ん
は
、
訪
れ
た
人
た
ち
に
「
こ
れ
ま

で
協
力
い
た
だ
い
た
人
た
ち
に
感

謝
し
ま
す
」
と
挨
拶
。
八
郎
さ
ん

の
目
に
は
涙
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
渡
し
舟
に
は
、

く
ま
も
と
サ
プ
ラ
イ
ズ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
「
く
ま
モ
ン
」
や
球
磨
村

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
球

磨
太
郎
」
、
地
域
住
民
、
遠
方
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
集
ま

り
、
仕
事
を
終
え
た
八
郎
さ
ん
に

温
か
い
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

最後の船頭

求广川八郎さん・ハルコさん夫妻

求广川八郎さん・ハルコさん夫妻は、夫婦で連れ添い助け合い
ながら約４０年間、楮木の渡し舟を続けてきました。

　「大雨の日は舟が心配だった」と八郎さん―。また、「昔舟に乗
せていた子どもたちが大人になって、たまに声をかけてくれること
が本当にうれしい」とも話してくれました。
　そして夫婦そろって言われたのは「今まで頑張ってこられたの
は、たくさんの人たちのおかげ、本当に感謝しています」というこ
とばでした。
　最後に八郎さんは、これからはふれあいサロンに参加するのを楽
しみに日々を過ごしていきたいと語ってくれました。

最
後
の
渡
し
舟


